
川崎市東扇島周辺におけるアマモ及び魚類調査結果（2019年度～2022年度） 

Zostera marina and Fish Habitat Survey in Kawasaki Higashiohgishima East Park Artificial Beach 
 

 

 

 

 

要旨 
 2019 年度から 2022 年度に、東扇島東公園人工海浜でアマモ生育状況調査を実施し、東扇島周辺で魚類調査を

実施した。アマモ生育状況調査では、2020年８月に96株、2023年１月から３月に約100株が確認された。アマ

モが生息している水域における塩分濃度が21.80～32.05 ‰だったことから発芽及び生育には適している濃度で

あることが分かった。2022年度は底質のシルト・粘土の割合が2021年度より約23 %に増え、有機物等の割合が

増えたことがアマモの継続した生育に寄与した可能性がある。魚類調査では37種類の魚類を確認し、そのうち初

発見の魚類が３種確認された。この３種類は東京湾の外洋が生息域である珍しい種であった。 

 

 

キーワード：アマモ、粒度組成、東京湾 

 

１ はじめに 

本市では、「川崎市大気・水環境計画」1)にて水環

境に係る調査及び普及啓発の取組として水辺地におけ

る水質測定及び生物の生息調査の実施について掲げて

おり、生物多様性及び水環境の保全に関する施策に資

する基礎資料及びデータの収集・蓄積を目的として、

東扇島周辺で生物調査を定期的に実施してきた。調査

した結果について、とりまとめて報告する。 

 

1.1 アマモ生育状況調査 

  2020年 6月に、東扇島東公園人工海浜「かわさき

の浜」（以下「人工海浜」という。）において、数十株

のアマモの生育が確認された。アマモは静穏な砂泥底

に生育する海草の一種であり、アマモ類から構成され

るアマモ場は栄養塩や二酸化炭素を吸収し、魚介類の

産卵や生息の場としても重要な役割を担っている。 

現在の東京湾におけるアマモ場の分布状況は神奈川

県側では横浜市の野島周辺以南とされている 2)。人工

海浜においては、アマモはこれまでに確認されていた

が 3)4)、2020年度に群生していることが確認されたた

め 5)、2021年度から定点観察を毎月行うことになっ

た。 

本報告では2019年度から2022年度までに行った人

工海浜におけるアマモの生育状況の調査結果について

報告する。 

1.2 魚類調査 

本市では、川崎港の水環境保全のため、川崎港に生

息する生物を把握することを目的に、2006年度から川

崎港に生息する魚類・底生生物等の調査を定期的に行

っている。 

 
*1 株式会社日本海洋生物研究所 

本報告では、2019 年度から 2022 年度まで東扇島周辺

で実施した魚類調査結果について報告する。 
 

２ 調査時期及び調査項目 

2.1 アマモ生育状況調査 

2019年度と2020年度は年数回、2021年度から2022

年度は毎月１回程度実施した。 

2.2 魚類調査 

2019年度から2022年度まで調査を行った。2019年

度は2020年 2月 5日から7日まで、2020年度は2020

年 9月 9日及び11日、2021年度から2022年度は毎月

１回程度行った。 

 

３ 調査地点 

3.1 アマモ生育状況調査 

アマモについて、人工海浜で調査を行った。調査地

点を図１に示す。人工海浜のうち、これまでアマモの

生育が確認されている南側を中心に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点（赤枠：アマモ調査水域 

黄丸：水質・底質調査地点） 
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3.2 魚類調査 

 東扇島周辺の海域で調査を行った。実施した海域を

図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 魚類調査地点 

４ 調査項目 

 調査項目を表１に示す。調査は2020年 2月から

2023年 3月まで実施した。 

表１ 調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 調査方法 

5.1 アマモ生育状況調査 

5.1.1生育状況確認 

 調査は潜水士によるスクーバー潜水で行い、目視

でアマモの生育状況を確認した。アマモが確認できた

場合は株数などを記録した。 

5.1.2 水質調査 

測定項目及び測定方法を表２に示す。水質調査は多

項目水質計（JFEアドバンテック社製 AAQ-RINKO

（AAQ177シリーズ））を用いて行い、表層から50㎝

毎と海底直上の水質を記録した。観測項目は水温、塩

分、溶存酸素濃度（mg/L）、pHとした。夏季の高水温

による影響を確認するため、夏季前後の水温を記録す

るために、2020年 8月から10月、2021年 6月から

10月にかけて、人工海浜に張ってあるブイのロープ

部分（St.1付近）にOnset社製 HOBOペンダントロガ

ー（以下「ロガー」という。）を設置し、水温を連続

的に記録した。 

表２ 測定項目及び測定方法 

 

5.1.3 底質調査 

分析・測定項目及び分析・測定方法を表３に示す。

底質調査では、調査地点でスコップを用いて採取した

底泥をビニール袋に収容し持ち帰り、2021年度は粒

度組成及び強熱減量を実施し、2022年度は粒度組

成、強熱減量、及び酸化還元電位の分析を実施した。

なお、粒度組成の試料採取は各年度の6月のみ実施し

た。また、2022年度には全硫化物は固定液の入った

ビンに収容し試料としたのち分析を実施した。 

 

表３ 分析項目及び分析・測定方法 

 

 

5.2 魚類調査 

5.2.1 スクーバー潜水による調査 

調査地点において100mの測線を設置し、スクーバ

ー潜水により測線上の目視観察を行った。観察は始点

から終点まで10m間隔で行い、5m×5mの範囲とした

（図3.1）。観察は1測線あたり30分程度行い、個体

数の記録及び写真撮影を行った。また、側線を設けな

い潜水調査も実施した。調査地点の水域をスクーバ―

潜水し、目視観察及び写真撮影を行った。 

 

 

 

 

 

 図 3.1  測線の観察イメージ 

 

5.2.2 ソリネットを用いた調査 

調査地点において、広田式ソリネット（開口部

60cm、図 3.2）を約100m曳網して採取し試料とし

た。採取した魚類は種を同定した。

区分 調査項目名 測定方法
現地測定項目 水温 多項目水質計による

塩分 多項目水質計による
溶存酸素量 多項目水質計による

水素イオン濃度(pH) 多項目水質計による
水温(連続測定) ペンダントロガーによる

区分 調査項目名 分析・測定方法
分析項目 粒度組成 JIS A 1204

強熱減量 底質調査方法　Ⅱ.4.2
全硫化物(T-S) 底質調査方法　Ⅱ.4.6

酸化還元電位(ORP) 底質調査方法　Ⅱ.4.5

年度 調査回 調査日 アマモ 水質 水温 底質 魚類

2019 1 2020/2/5 ○ ○
2 2020/2/7 ○ ○ ○ ○ ○

2020 1 2020/8/3 ○ ○
2 2020/9/11 ○ ○ ○
3 2020/9/17 ○ ○ ○ ○ ○
4 2020/10/30 ○ ○

2021 1 2021/4/28 ○ ○ ○ ○
2 2021/5/11 ○ ○ ○ ○

3 2021/6/11 ○ ○ ○ ○ ○
4 2021/7/20 ○ ○ ○ ○
5 2021/8/26 ○ ○ ○ ○
6 2021/9/17 ○ ○ ○ ○
7 2021/10/18 ○ ○
8 2021/11/19 ○ ○
9 2021/12/16 ○ ○ ○ ○
10 2022/1/12 ○
11 2022/1/17 ○ ○ ○ ○

12 2022/2/16 ○ ○ ○ ○
13 2022/3/29 ○ ○ ○ ○

2022 1 2022/5/23 ○ ○
2 2022/6/21 ○ ○ ○
3 2022/7/21 ○ ○ ○ ○ ○
4 2022/8/16 ○ ○ ○ ○ ○
5 2022/8/23 ○
6 2022/9/9 ○ ○ ○ ○ ○

7 2022/10/24 ○ ○ ○ ○ ○
8 2022/11/29 ○ ○ ○ ○ ○
9 2022/12/23 ○ ○ ○ ○ ○
10 2023/1/31 ○ ○ ○ ○ ○
11 2023/2/20 ○ ○ ○ ○ ○
12 2023/3/15 ○ ○ ○ ○ ○

■の枠内は底生生物および海草・海藻類の観察範囲

■の枠内は魚類の観察範囲
●は測深箇所

始点 終点
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図 3.2  調査に用いた広田式ソリネット 

６ 調査結果 

6.1 アマモ生育状況調査 

6.1.1 アマモの確認状況 

2021年度から2022年度のアマモの確認状況を表４

に示す。2019年度はアマモが確認されなかったが、

2020年 8月には96株確認され、2020年 9月には2株

確認された。2021年度 4月から毎月アマモを確認し

ていたが、6月に4株のみ確認された以降は3月に1

株のみ確認された。2022年度も5月から毎月アマモ

を確認しており、5月に2株確認されたが、6月から

12月までの期間は確認できなかった。その後、2023

年 1月から100株程度のアマモが確認された。これら

のアマモは、その後3月調査にかけて生育がうかがえ

た。さらに、アマモの生殖株について毎月目視観察し

ていたが、これまでに生殖株が確認されたことはなか

った。 

表４ アマモの確認状況(2021年度～2022年度) 

 

6.1.2 水質調査 

St.1における2019年度及び2020年度の測定結果

を表５、2021年度 St.1及び St.2の水深別の水質測

定結果を図4.1及び図4.2に示す。2021年度は水温

は23.5～28.9℃、塩分は24.4 ‰～29.4 ‰、DOは

9.6～11.6㎎/L、pHは 6月及び7月のみ測定し8.4～

8.6の範囲で推移した。鉛直方向の塩分は、8月調査

時に表層は24.9 ‰と低かったが、下層で27.2 ‰と

高かった。そこで8月調査時の鉛直方向の水温を確認

すると、表層は28.9℃で、下層は27.6℃とやや低く

なっていた。表層が温められ、下層との温度差から成

層構造を成し、下層の塩分濃度が高くなった可能性が

考えられる。 

また、夏季の溶存酸素濃度(以下、「DO」という。)

について、St.1では鉛直方向において大きい変化は

見られなかったが、アマモ調査水域に隣接する地点

(St.2)では、鉛直方向のDOは 9月調査時に下層で

4.4mg/Lと低く、表層で10.0mg/Lと高かった。その

他の項目については年間を通して水深ごとの大きな変

化はみられなかった。 

St.1における2022年度の水深別の水質調査の結果

を図 4.3に示す。水温は11.9～29.0 ℃、塩分は

21.80～32.05 ‰、DOは 4.2～14.7㎎/L、pHは 7.9～

8.7の範囲で推移した。DOは 7月と8月調査時に下層

で低く、表層で高い傾向がみられた。その他の項目に

ついては年間を通して水深ごとの大きな変化はみられ

なかった。 

表５ 調査結果（2019～2020年度）（St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 2021年度の水深別測定結果（St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2 2021年度の水深別測定結果(St.2) 

年度 調査日 株数
2019 2020/2/5 0

2020/2/7 0
2020 2020/8/3 96

2020/9/11 2
2020/9/17 2
2020/10/30 0

2021 2021/4/28 0
2021/5/11 0
2021/6/11 4
2021/7/20 0
2021/8/26 0
2021/9/17 0
2021/10月 -
2021/11月 -

2021/12/16 0
2022/1/17 0
2022/2/16 0
2022/3/29 1

2022 2022/5/23 2
2022/6/21 0
2022/7/21 0
2022/8/16 0
2022/9/9 0

2022/10/24 0
2022/11/29 0
2022/12/23 0
2023/1/31 100
2023/2/20 100
2023/3/15 100

水温 塩分
（℃） （‰）

2019 2 表層 11.8 30.80 8.11
2020 8 表層 29.6 27.68 7.26
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図 4.3 2022年度の水深別測定結果（St.1） 

※DOと pHの 11月及び3月は欠測 

 

6.1.3 ロガーによる水温測定 

ロガーで測定した水温の経時変化を2020年度は図

5.1に、2021年度は図5.2に示す。ロガーによる測定

結果は、2時間毎に測定した24時間分のデータを平

均化し、その平均値を1日の水温とした。2020年度

は8月 4日から10月 30日まで測定した。水温は8月

で最も高い値を示し、その後は徐々に低下した。8月

の平均水温は29.1 ℃、9月は26.4 ℃だった。2021

年度は6月 11日から10月 17日まで測定した。水温

は、記録を始めた8月初旬の27℃程度から8月中旬

にかけて徐々に上昇し、8月 14日で 30℃台に達し

た。以降、8月末まで30℃程度の状態を維持し、9月

以降は徐々に下降し、10月中旬には20℃程度となっ

た。7月の平均水温は26.7 ℃、8月は28.2 ℃、9月

は24.5 ℃だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 5.1 ロガーによる連続観測結果 

（2020年 8月から10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図5.2 ロガーによる連続観測結果 

(2021年 6月～10月) 

6.1.4 底質調査 

 St.1における粒度組成、強熱減量及び酸化還元電位

を表6.1に示す。2022年度の６月から１月までの強

熱減量、全硫化物、酸化還元電位の測定結果を表6.2

に示す。粒度組成は、2021年度及び2022年度は細砂 

が最も高くなった。シルト・粘土分が2021年度は

2.4 %に対し、2022年度は23.2 %と高くなった。強熱

減量は、2021年度より2022年度の方が高くなった。

酸化還元電位について、2022年度は年間を通して還

元状態で嫌気的な状態であることが分かった。 

全硫化物（T-S）について、0.08 mg/g～0.63 mg/g

で、他の時期に比べて2022年 11月は特に高い値を示

していた。 

表 6.1 粒度組成、強熱減量及び酸化還元電位 

（2021年度～2022年度） 

 
注）2022年度の強熱減量及び酸化還元電位は6月の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 粒度組成の分布（2021年度～2022年度） 

 

表 6.2 強熱減量等の月別分析結果（2022年度） 

 

 

 

年度 2021 2022
粒径区分(%) St.1 St.1

粗礫 0.0 0.0
中礫 0.0 0.0
細礫 0.0 1.1
粗砂 2.2 3.4
中砂 26.8 8.5
細砂 55.6 53.8

シルト・粘土 2.4 23.2

強熱減量(%) 2.4 3.2
酸化還元電位(mV) - -144

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
強熱減量 % 3.2 3.4 3.9 2.8 2.2 5 2.2 3.5
全硫化物 mg/g乾重 0.1 0.37 0.25 0.09 0.08 0.63 0.2 0.32

酸化還元電位 mV -144 -261 -165 -237 -103 -216 -118 -193
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6.2 魚類調査 

確認された魚類を表７に、魚類の写真を写真１～写

真３にそれぞれ示す。 

東扇島周辺で確認された魚類は、2019年度から

2022年度までで合計37種であった。中でもヒメハ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼ、キララハゼ属はすべての調査年度で確認されてい

る。また、クツワハゼ、セグロチョウチョウウオ、カ

スミフグは当該海域における調査開始以降初めて確認

された。この３種類は東京湾の外洋が生息域である珍

しい種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７ 東扇島周辺で確認された魚介類の調査結果 
番号 分類 門 綱 目 科 種 和名 2019年度 2020年度 2021年度 2020年度 南方魚

1 魚類 脊椎動物 軟骨魚 エイ アカエイ Dasyatis akajei アカエイ ○ ○ ○
2 トビエイ ツバクロエイ Gymnura japonica ツバクロエイ ○
3 硬骨魚 ナマズ ゴンズイ Plotosus lineatus ゴンズイ ○
4 ボラ ボラ Mugil cephalus cephalus ボラ ○ ○ ○
5 カサゴ フサカサゴ Sebastiscus marmoratus カサゴ ○ ○ ○
6 Sebastes sp. メバル属 ○ ○ ○
7 コチ Platycephalus sp. 2 マゴチ ○
8 アイナメ Hexagrammos otakii アイナメ ○ ○
9 スズキ ハタ Epinephelus akaara キジハタ ○
10 テンジクダイ Apogon lineatus テンジクダイ ○
11 Apogonichthyoides niger クロイシモチ ○
12 アジ Trachurus japonicus マアジ ○
13 タイ Acanthopagrus latus キチヌ ○ ○
14 Acanthopagrus schlegelii クロダイ ○ ○ ○
15 チョウチョウウオ Chaetodon ephippium セグロチョウチョウウオ ○ ●
16 ウミタナゴ Ditrema temminckii pacificum マタナゴ ○
17 メジナ Girella punctata メジナ ○ ○ ○
18 イソギンポ Parablennius yatabei イソギンポ ○ ○ ○
19 Omobranchus elegans ナベカ ○ ○
20 Petroscirtes breviceps ニジギンポ ○ ○
21 ハゼ Eutaeniichthys gilli ヒモハゼ ○
22 Gymnogobius heptacanthus ニクハゼ ○
23 Acanthogobius flavimanus マハゼ ○ ○ ○
24 Istigobius campbelli クツワハゼ ○
25 Favonigobius gymnauchen ヒメハゼ ○ ○ ○ ○
26 Acentrogobius sp. キララハゼ属 ○ ○ ○ ○
27 Tridentiger trigocephalus アカオビシマハゼ ○ ○
28 クロサギ Gerres equulus Temminck and Schlegel クロサギ ○
29 ネズッポ Repomucenus valenciennei ハタタテヌメリ ○
30 Callionymidae ネズッポ科 ○
31 シマイサキ Rhyncopelate Oxyhynchus シマイサキ ○
32 スズキ Lateolabrax japonicus スズキ ○
33 フグ カワハギ Rudarius ercodes アミメハギ ○ ○ ○
34 Stephanolepis cirrhifer カワハギ ○ ○
35 フグ Takifugu niphobles クサフグ ○ ○ ○
36 Takifugu pardalis ヒガンフグ ○ ○
37 Arothron immaculatus カスミフグ ○ ●
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７ 考察 

7.1 アマモ生育状況調査 

7.1.1 水温の関係 

水産庁のガイドライン 6)では、アマモの生育条件と

して水温を「８月の平均水温が28 ℃以下」としてい

る。ロガーによる連続観測結果から、月間の平均水温

は2020年 8月で 29.1 ℃、2021年 8月で 28.2℃であ

ったことから、アマモの生育条件をやや上回っている

状況であった。夏場はアマモの生育にあまり適してい

いないことが分かった。 

また、ロガーの連続観測結果から、2020年 8月 16

日午後1時には最高水温が34.4℃、2021年 7月 25日

午後1時に最高水温が34.0 ℃であった。閉鎖性が強

く夏季の最高水温が30 ℃を超えるような海域では越

年する栄養株は見られず１年で寿命を終える 6)ことか

ら、人工海浜のアマモは1年で寿命を迎えている可能

性がある。 

7.1.2 塩分濃度との関係 

アマモの発芽率は塩分17～34 ‰で良好で、生育は

11‰以下で抑制され、海草類は塩分濃度40‰以上は

生育に不適である 7)。表４及び図4.1～図 4.3より、

塩分は2019度では30.80 ‰、2020年度では

27.68‰、2021年度では24.37～29.44 ‰、2022年度

では21.80～32.05 ‰だったことから、測定期間にお

ける当該水域の塩分はアマモの発芽に適しているとい

える。 

7.1.3 底質との関係 

2021年度から2022年度にかけて粒度組成の変化が

見られた。2021年度は2.4 %だったシルト・粘土分

が、2022年度には23.2 %で大幅に割合が高くなっ

た。また、強熱減量は、2021年度より2022年度の方

が高くなり、酸化還元電位について、2022年度は年

間を通して還元状態で嫌気的な状態だった。還元状態

は有機物量および硫化物量が多い状態であり、シル

ト・粘土分が多いことと関連性があると考えられる。 

水産庁のガイドライン 6)によると、アマモの生育条

件として、粒度組成のシルト分は30 %以下が良好と

されており、当該水域のシルト・粘土分は2.4 %～

23.2 %であった。また、全硫化物(T-S)について、ア

マモの生育条件として1 mg/g以下が良好 6）とされて

おり、調査結果では0.08 mg/L～0.63 mg/Lであっ

た。以上から、測定期間における当該水域の底質の状

態はアマモの生育に適した状態であったといえる。 

7.1.4 アオサの出現と底質の関係 

アオサ類は例年夏から秋にかけて人工海浜で出現し

ている。2021年度から毎月出現状況を確認してお

り、8月から海底付近に確認され、汀線への堆積は9

月頃から確認されている。その後も堆積量は増え、11

月に最も堆積量が多い傾向がある。12月から徐々に

堆積量が減り、1月調査時にはほとんどが消失してい

ることが分かった。 

底質との関係を見ると、表 6.2から 2022年 11月

の硫化物量が0.63 mg/g乾重で、他の月よりやや多く

なっていることから、アオサの堆積物が全硫化物に影

響を与えていると考えられる。 

 

7.2 魚類調査 

確認された魚類のうち、クツワハゼ、セグロチョウ

チョウウオ、カスミフグは、川崎港で確認されたのは

初めてである。クツワハゼは主たる分布域が東京湾の

外側の外洋であり、セグロチョウチョウウオ、カスミ

フグは東京湾より南方の暖かい海に生息する種である

ことから、東京湾の内部である川崎港で発見されるこ

とは珍しい。 

セグロチョウチョウウオは関東沿岸では茨城県沿岸
8)で、カスミフグは千葉県の太平洋側沿岸で 9)これま

でに発見されている事例があり、セグロチョウチョウ

ウオは東京湾の内湾でも1984年に横浜市で 10）確認さ

れているものの、確認された記録が少なく極めて珍し

いといえる。今回の調査で発見された上記の２種の魚

類は、いずれも１個体で発見されたこと、発見が継続

的ではなく単一年度であったこと、調査した地点では

冬季は海水温低下により越冬が困難であることから、

気候変動による海水温上昇による影響で当該水域に定

着して生息しているというよりは、黒潮大蛇行の影響

を受けて東京湾内部へ移動してきたと考えるのが妥当

である。 

7.2.1 海水温の上昇による影響 

地球温暖化による海水温の上昇により、亜熱帯に生

息する魚種の生息帯が北上する傾向にあることがいわ

れている 11)。今回発見された２種についても、この

影響を受けている可能性がある。多くの熱帯・亜熱帯

性魚類の低温致死限界は15 ℃付近とされるが 12)、2

月～3月における当該調査地点の表層水温（2021年

度）（図７）及び東扇島を含む川崎港近傍の海水温

（図８）は10 ～12 ℃程度まで低下するため、当該

水域で熱帯・亜熱帯性魚類が越冬及び再生産を行うの

は困難な状況であると考えられる。なお、千葉県でカ

スミフグが発見された地点付近の冬季の水温 13)は、

2017～2021年度で14.5～17.5 ℃であり、カスミフグ

の越冬が可能であったと推察される。 

7.2.2 黒潮大蛇行の影響 

川崎港は冬季に海水温が低下することにより越冬で

きないと考えられるが、この南方魚の２種が発見され

た要因の１つとして、黒潮大蛇行の影響を受けて東京

湾内部へ移動してきた可能性が考えられる。 

黒潮大蛇行とは、黒潮が迂回して流れる現象であ

る。関東沿岸に黒潮の分岐流が流れ込むため、海水温

の上昇により蒸し暑い夏になる、生態系・漁が変調を

起こすなどの影響がある 14)と言われている。十分な

観測データがある1960年代以降６回観測されてお

り、６回目は2017年 8月から継続中であり観測史上

最長である 15)。 
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８ まとめ 

 2019年度から2022年度に、東扇島東公園人工海浜

でアマモの生育を確認する調査を実施し、東扇島周辺

で魚類の生息する調査を実施した。 

・アマモ生育状況調査では、2020年 8月に 96株、

2023年 1月から3月に約100株が確認された。 

・水質調査では、鉛直方向の塩分濃度は表層が低く、

下層がやや高い場合があった。表層が温められ、下層

との温度差から成層構造を成し、下層の塩分濃度が高

くなった可能性が考えられる。 

・夏季の溶存酸素濃度では、アマモが生息している水

域に隣接する地点で鉛直方向のDOが上層に比べ下層

で低かった。夏季に起こりやすい下層での低酸素状態

が見られた。 

・アマモの生育条件として、８月の平均水温が28℃

より高い場合があり、夏季はアマモの生育にあまり適

していないことが分かった。また、夏季の最高水温が

30℃を超える場合があることから、人工海浜のアマモ

は1年で寿命を迎えている可能性がある。 

・塩分濃度について、測定結果は21.80～32.05 ‰だ

ったことから発芽及び生育には適している濃度である

ことが分かった。 

・アマモが生育している水域では、有機物等の割合が

以前より増えたことで、アマモの継続した生育に寄与

した可能性がある。また、全硫化物(T-S)について、

アマモの生育条件である1 mg/g以下であったため、

アマモの生育に適した状態であったといえる。 

・魚類調査では37種類の魚類を確認し、そのうち初

発見の魚類が３種確認された。この３種類は東京湾の

外洋が生息域である珍しい種であった。 

・魚類のうち、セグロチョウチョウウオとカスミフグ

は、いずれも１個体で発見されたこと、発見が継続的

ではなく単一年度であったこと、調査地点では冬季は

海水温低下により越冬が困難であることから、気候変

図８ 川崎港の海水温（上層）（2010～2022年度）（東扇島沖：S2） 

図７ 人工海浜の表層水温（2021年度） 
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動による海水温上昇による影響で当該水域に定着して

生息しているというよりは、黒潮大蛇行の影響を受け

て東京湾内部へ移動してきたと推測される。 

今回、外洋にすむ魚種が川崎港で確認された要因

は、黒潮大蛇行の影響を受けて東京湾の内部へ移動し

てきたと考えられるが、川崎港の水質が改善されたこ

とにより、これらの魚種が生息できる環境になってい

るといえる。 

今後も引き続き、川崎港での生物の生息状況につい

て調査を行っていく予定である。 
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アカエイ ツバクロエイ ゴンズイ 

   

 
  

ボラ カサゴ メバル属 

   

   

アイナメ キジハタ テンジクダイ 

   

   

クロイシモチ クロダイ セグロチョウチョウウオ 

 

 

 

  

写真１ 東扇島周辺で確認された魚類 その１ 

川崎市環境総合研究所年報　第11号　2023

103



 

 
  

メジナ ナベカ ニジギンポ 

   

   
ヒモハゼ ニクハゼ マハゼ 

   

 
 

 

クツワハゼ ヒメハゼ キララハゼ属 

   

 
  

アカオビシマハゼ クロサギ ハタタテヌメリ 

   

 

 

 

  

写真２ 東扇島周辺で確認された魚類 その２ 
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スズキ アミメハギ カワハギ 

   

  
 

クサフグ ヒガンフグ カスミフグ 

 

 

 
写真３ 東扇島周辺で確認された魚類 その３ 
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